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令和７年度 事業報告 

１ 重点目標の取組みについて 

１ 住民主体による地域福祉活動への支援  

支えあい事業“つなぐ”やご近所の助け合い等の地域づくり活動の支援に取組むとともに各

種事業についても、民生児童委員協議会、ボランティア団体、社協支部等の協働により様々な

事業を実施しました。また、生活支援体制整備事業も社協支部と連携を図り、地域の福祉ニー

ズや課題に対応した福祉活動（健康体操サロン、買い物支援等）を展開しました。 

“こども祭り”など市民団体が主催する福祉イベントの支援のほか、フードドライブや子ども

食堂といった食を通じた支え合い活動も各種団体と連携し、地域住民の関心・参加を一層高め

るための支援を行いました。 

２ 高齢者・障がい者への介護等サービス事業や児童館の意義ある経営 

物価高騰や最低賃金の引上げなどにより人件費等が上昇していることで、介護保険事業所の

経営は非常に厳しい状況ですが、経費の節約と効率的な運営を行い、収支バランスは整いまし

た。 

また、地域の児童の安心できる居場所として、市内9つの児童館・センターを運営し、そこ

では主に放課後児童クラブを実施しています。利用児童や保護者のニーズに応えられるよう自

主研修や放課後児童支援員研修など外部研修に積極的に参加するなど職員の資質向上を図り

ました。 

３ 社協基盤の強化と働き方改革等への取組み 

社協収支改善計画に基づく業務の見直しを進めるなか、職場で改善したいことや悩みなどを

題材に正規職員研修を3回実施し、組織の在り方や将来の社協のあるべき姿を話し合う「社協

未来会議」を行うなど、経営基盤の安定と強化を図るための取組みを行いました。 

 

２ 会務の運営 

  会務の運営は、監事による監査指導を基に理事会及び評議員会に諮り執行しています。 

（１）理事会の開催 

回 開催日 出席者数 主 要 議 案 

第1回 6月 9日 8人 

令和6年度事業報告の承認について 

令和6年度収支決算の承認について 

監査報告 

第1回評議員会の招集について 

評議員候補者の推薦について 

第2回 7月2日 8人 

会長、副会長及び常務理事の選任について 

顧問の選任について 

評議員選任・解任委員の選任について 

評議員候補者の推薦について 

第3回 12月10日 9人 
就業規則の一部改正について 

育児休業に関する規則の全部改正について 
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第4回 3月11日 10人 

令和8年度事業計画について 

令和8年度収支予算について 

給与規程の一部改正について 

第2回評議員会の招集について 

 

（２）評議員会の開催 

回 開催日 出席者数 主 要 議 案 

第1回 6月25日 15人 

令和6年度事業報告の承認について 

令和6年度収支決算の承認について 

監査報告 

理事10名及び監事2名の選任について 

第2回 3月26日 14人 

令和8年度事業計画について 

令和8年度収支予算について 

理事1名の選任について 

  

（３）評議員選任・解任委員会の開催 

   評議員選任のため開催しました。 

回 開催日 委員 主 要 議 案 

第1回 6月9日 

森義一郎（外部） 

髙松久男（監事） 

赤沼一仁（事務局員） 

評議員候補者の選任について 

第2回 7月2日 

森義一郎（外部） 

赤沼義敏（監事） 

赤沼一仁（事務局員） 

評議員候補者の選任について 

（評議員任期満了に伴い、18 名選任） 

 

（４）外部監査の開催 

決算監査に向けて税理士による監査を実施し、財産目録、貸借対照表及び収支計算書等を精

査し、助言を受けました。 

区分 開催日 税理士 監査対象 

決算監

査指導 

4月24日 

5月19日 

成澤会計事務所 

成澤税理士 

令和6年度財産目録、貸借対照表及び収支 

計算書 

 

（５）監査会の開催 

   事業の執行状況、財産目録、貸借対照表及び収支計算書等を監査 

区分 開催日 監事 監査対象 

決算 

監査 
5月27日 

髙松 久男 

赤沼 義敏 

令和6年度決算監査 

事業報告、財産目録、貸借対照表及び収支計算書 

中間 

監査 
11月19日 

赤沼 義敏 

荒川 愛子 

令和7年度中間監査  

事業執行状況、財産目録、貸借対照表及び収支計算書 
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（６）正副会長会 

   会務の適正かつ効果的な執行を図るため、会長、副会長、事務局長及び課長等との 

打合わせ会議を開催し、社協運営の基本方針・重要施策及び経営に関する事項等につ 

いて協議しました。 

 開催日 主たる協議事項 

第1回 4月1日 当面の日程について 

第2回 5月27日 

第1回理事会・評議員会について 

評議員選任・解任委員会について 

第2回理事会・長野県共同募金会千曲市支会委員会について 

第1回社協支部長会について 

第3回 11月18日 
中間監査について（上半期事業報告及び収支状況）  

第3回理事会について 

第4回 3月3日 
第4回理事会・第2回評議員会について（令和8年度事業計画、収支

予算等） 

 

（７）定例会長会 

   原則毎週火曜日に開催 合計42回 

 

（８）各種団体による共催及び後援申請 

福祉のイベント等に後援を決定しました。 

区分 申請件数 決定件数 内 訳 

共催 0 0  

後援 13 13 

第34回長野地区障がい者スポーツ大会 

まんまるマルシェinちくま 

くらしのフォーラム2025講演会 

第13回フードドライブ 

第14回いな福まつり 

第23回千曲市戦没者追悼式 

第62回長野県手をつなぐ育成会大会 

珈琲福祉ボランティア入門講座 

第14回フードドライブ 

第19回千曲川一輪車チャレンジレース 

第5回ハートの市（まち）ちくま野外コンサート 

まんまるマルシェinちくま 

第31回長野県聴覚障害者大会 

 

（９）広報・情報の提供（社協会費、共同募金配分金事業） 

   広報誌「社協だより」を偶数月に発行し全戸配布しました。また、適時に社協ホームページ

やSNSでイベント等を随時発信しました。 
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（１０）令和７年度千曲市社会福祉大会（社協会費、共同募金配分金事業） 

開催日 場所 監査対象 

10月10日 上山田文化会館 

社協会長表彰：7人、4団体  

市シニアクラブ会長表彰：3人  

県シニアクラブ会長表彰：4団体  

共同募金会会長表彰：2団体  

記念講演 講師 番町法律事務所 菊地 幸夫氏 

 

３ 社協会費納入事業 

    社協会費は、相談事業や移送自動車貸出事業等の地域福祉推進事業、支部社協事業、ボラ

ンティア事業、法人運営等を実施する大切な財源であり、自治会組織や市民、法人を通じ協力

を得ることができましたが、前年に比べ減少しました。 

 

 会費実績表 

年度 

項目 
R7 R6 

普通会費 

16,819世帯 

16,812,400円 

17,503世帯 

17,493,600円 

加入率73％ 加入率77％ 

法人会費 
535社 

1,433,500円 

555社 

1,467,500円 

賛助会費 
369人 

 371,000円 

352人 

353,000円 

特別会費 
11人 

110,000円 

12人 

120,000円 

会費実績合計額 18,726,900円 19,434,100円 

 

４ 苦情解決システム 

利用者やその家族、市民等から寄せられた苦情・意見等はその都度、担当課長や各事業所長が

真摯に対応することにより解決を図っており、第三者の苦情解決委員に苦情・意見等を解決し

ていただく案件はありませんでした。 

苦情の主な内容は、職員の接遇に関するものについては、「個別機能訓練を行っている他の利

用者のところに加わり、体操しようとしたところ、この体操はお金をとってやっていますと言

われた」、「前回用意をしておいた湿布と違う湿布が貼ってあった」など、会費に関するものにつ

いては、「大企業には、振込対応の依頼をして欲しい」、「役員が回るタイミングで資材の準備を

してほしい」などがありました。 
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苦情・意見等受付件数                   （件） 

           年度 

苦情・意見等の内容 
R7 R6 

職員の接遇（態度）に関するもの 5 7 

提供しているサービスに関するもの 3 4 

事故・被害・損害に関するもの 0 0 

事業所運営等に関するもの 1 1 

社協会費に関するもの 2 6 

要望・意見 4 0 

その他 3 0 

合  計 18 18 

 

５ 人事・労務管理 

（１）職員数                           （人） 

    年度 

区分 

職員数構成比（3月31日現在） 

R7 R6 比較 R7 R6 

正規職員 29 28人 1 18.6％ 18.3％ 

非

正

規 

嘱託 48 48人 0 30.8％ 31.4％ 

臨時 41 38人 3 26.3％ 24.8％ 

パート 38 39人 △1 24.3％ 25.5％ 

合 計 156 153人 3 100％ 100％ 

＊嘱託職員・臨時職員・パート職員等   

   

（２）離職率                     （人） 

    年度 

区分 

R7 R6 

退職者数 離職率 退職者数 離職率 

正規職員 1 0.6％ 1 0.7％ 

非

正

規  

嘱託 6 3.8％ 0 0％ 

臨時 7 4.4％ 2 1.3％ 

パート 6 3.8％ 3 1.9％ 

合 計 20 12.8％ 6 3.9％ 

＊退職者数には定年退職者は含まない。（3月31日現在） 

参考：全産業の平均離職率14.2％、医療・福祉13.8％（令和6年雇用動向調査：厚労省）  
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（３）職員研修 

入職者に対し新規採用職員研修やフォローアップ研修を実施しました。また、長野県社会 

福祉協議会、長野県福祉人材研修センター、各種職能団体等が実施する研修に随時参加しま

した。 

対 象 研修内容 開催日 出席者数 

新規採用職員 

（正規・非正規職員） 

新規採用職員研修 

「社会福祉協議会、社協事業について」 

「各種手続き、事務連絡等」 

4月1日 10 

正規職員 
正規職員研修会（第１回） 

「千曲市社協の現状及び未来について考える」 
7月29日 10 

正規職員 
正規職員研修会（第2回） 

「千曲市社協の課題から考える」 
8月26日 24 

正規職員 
正規職員研修会（第3回） 

「千曲市社協の課題から考える」 
9月17日 26 

会計事務担当職員 

（正規・非正規職員） 

経理研修 

「消費税簡易課税制度から原則課税への移行について」 

 成澤会計事務所   池田 昌史 氏 

ＣＳＩｎｅｘｔ㈱  原山 賢悟 氏 

9月25日 12 

全職員 

安全運転講習会 

「事故の実態、安全確認の大切さ」 

JAF長野支部事業課交通環境係 

認定セーフティーアドバイザー 塚越 直誠 氏 

10月14日 

10月22日 

43 

30 

正規職員 

BCP（事業継続計画）研修会 

「BCPについて～災害の事例から～」 

長野県社会福祉協議会 山﨑 博之 氏 
12月11日 25 

全職員 

接遇マナー研修会 

「社協職員に求められる接遇マナーについて」 

一般財団法人 長野経済研究所 中島 直子 氏 

               塩原 枝麗 氏 

3月2日 

3月12日 

57 

53 

 

６ 千曲市受託事業 

千曲市からの委託を受け、各種社会福祉事業を推進しました。 

（１）千曲市ふれあい福祉センター貸館業務              （人） 

貸 館 
第1 

会議室 

第２ 

会議室 

第３ 

会議室 

第４ 

会議室 

第５ 

会議室 
合計 

人 数 45 766 361 1,230 3,092 5,494 

ボランティア団体、子育て団体、高齢者団体、障がい者団体などの登録団体に貸館を実施

しました。 
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（２）老人コミュニティセンター運営事業 

   老人コミュニティセンターは戸倉児童館・更級児童館・五加児童館に併設され、高齢者等の

コミュニティーづくりの推進に資するため、千曲市に居住する高齢者、福祉団体及びボランテ

ィアグループ等に貸館を行っています。 

   利用人数・件数ともに新型コロナ感染防止措置以後は、概ね横ばいの状況が継続しています。

なお、今後はこれまで自粛傾向にあった児童との交流の場を提供できるものと考えます。 

 

          年度 

利用状況 

R7 R6 

利用件数 利用人数 利用件数 利用人数 

戸倉老人コミュニティセンター 30 79 30 81 

更級老人コミュニティセンター 34 328 29 262 

五加老人コミュニティセンター 8 39 5 43 

合計 72 446 64 386 

 

（３）地域包括支援センター（高齢者相談センター）運営事業  

   更埴川東地域包括支援センターと戸倉上山田地域包括支援センターにおいて、保健師（看

護師）、社会福祉士、主任介護支援専門員等が連携し、地域の高齢者に懇切丁寧な相談に努

めました。また、要支援認定者の介護予防マネジメントとして業務を実施し、より的確な介

護サービス利用の支援につなげました。 

① 相談方法(手段)      (延件数)  ②相談者           （延人数）  

  地域 

内訳 
更埴川東 戸倉上山田   

   地域 

内訳 
更埴川東 戸倉上山田 

電  話 2,135 3,269  家  族 1,044 1,226 

来  所 403 736  本  人 1,271 1,619 

訪  問 1,465 1,712  関係機関 1,651 2,715 

ＦＡＸ 8 15  協力員 62 71 

メール 21 2  その他 29 106 

その他 25 3  計 4,057 5,737 

計 4,057 5,737  
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② 相談内容：介護保険、予防プラン、生活・住宅、医療・疾病等 

介護予防支援計画（予防ﾌﾟﾗﾝ）作成者数          (人) 

      地域 

項目         
更埴川東 戸倉上山田 

事業対象者 55 84 

要支援１ 1,809 1,772 

要支援２ 1,396 1,582 

合計 3,260 3,438 

＊事業対象者」：要支援認定外の者で通所介護、訪問介護を利用している者 

 

（４） 千曲坂城シニア大学・シニアクラブ運営事業 

① シニア大学                 （人） 

年度 R7 R6 

学生数 95 93 

男 31 35 

女 64 58 

令和7年度地区別内訳 

 千曲市 坂城町 

学生数 80 15 

男 22 9 

女 58 6 

平均年齢 75.74 76.59 

   本年度のカリキュラム15講座は計画どおり実施。また、健康サポート教室（開田高原）も実

施することができ、大変好評でした。 

 

② シニアクラブ                     （人） 

   年度 

利用状況 

R7 R6 

単老数 会員数 単老数 会員数 

合 計 29 1,553 30 1,593 

   会員数は全国的に減少傾向の一途を辿るなか、当シニアクラブも同様傾向で、シニアクラ

ブ数は前年度比1クラブ減、会員数は40人減となりました。 

4月に代議員会を開催し、事業計画等について審議、7月には単位クラブ会長、女性部長を

対象に指導者研修会を開催しました。 

理事会は5回開催し、事業の進め方、運営方法等の協議を行いました。年間通じてフレイ

ル予防の各種スポーツを単位クラブで実施しています。 

     また、生活支援体制整備事業研修会において、生活支援コーディネーターと一緒に各圏域の

課題についてグループワークを行い、高齢者の移動支援の課題や居場所について協議しました。 

 

 

 

シニア大学 開講式 

風船を利用してフレイル予防 
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（５）家族介護者交流事業 

在宅介護者の交流や心身のリフレッシュを図るため、社協11支部合同で実施しました。 

・第1回在宅介護者リフレッシュ交流会   10月 7日  柏屋料理店 34人 

・第2回      〃            1月30日  中央ホテル  26人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）まいさぽ千曲運営事業 

生活困窮者の自立の促進を図ることを目的として、生活困窮者からの複合的な課題につい

ての相談に応じ、情報提供、助言、同行、支援計画の作成、認定就労訓練事業の斡旋等の支

援を実施しました。 

① 生活困窮者自立相談支援事業 

      生活困窮者からの複合的な課題についての相談に応じ、情報提供、提案、同行、支援計画

作成等の支援を実施しました。 

・相談者数     1,907人（うち新規273人、継続1,634人） 

・相談支援件数  14,813件 

・支援計画作成件数 206件 

・就職件数 41件 

新規相談者の年齢別内訳                           （人） 

 10代 20代 30代 40代 50代 60～64歳 65以上 年齢不明 合計 

 男 1 13 18 20 24 14 33 17 140 

 女 2 19 11 13 29 9 37 13 133 

 計 3 32 29 33 53 23 70 30 273 

 

相談内容（重複あり） 

内  容 件  数 

病気、障害 4,493 

住まい 2,238 

収入、生活費 2,035 

家賃、ローン支払い 863 

税金、公共料金 1,958 

債務 1,119 

求職 1,833 

マッサージでリフレッシュ 
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仕事上の悩み 678 

地域との関係 4,358 

家族、人間関係 3,301 

子育て、介護 1,489 

ひきこもり、不登校 274 

ＤＶ、虐待 313 

食べるものがない 1,453 

その他 3,337 

合 計 29,742 

 

② 家計改善支援事業 

家計に問題を抱えている相談者が、自らの家計状況に気づき、課題を可視化して把握し、家

計の再生に向けた方針を立てて自ら家計管理ができるように支援しました。 

・相談者数   459人（うち新規20人、継続439人） 

・家計再生プラン作成件数  37件 

・家計改善相談支援件数 3,451件 

 

（７）成年後見制度普及啓発等推進事業 

判断能力が十分でない認知症高齢者、知的障がい者及び精神障がい者が住み慣れた地域で

安心して生活を継続できるよう、その権利を擁護するため成年後見制度の普及啓発の推進を

図りました。 

① 相談件数  

・新規42件 ・相談件数925件 ・延相談件数2,272件            （件） 

 

② 相談内容（重複あり）                            （件） 

制度説明等 申立手続き支援 後見候補調整 申立て費用の説明 状況調査 

580 141 56 41 483 

身上監護 財産管理の相談 制度の必要性の相談 後見人等支援 その他 

354 389 23 3 202 

 

③ 委員会 

・成年後見運営委員会3回（4月16日、9月24日、3月4日）  

・成年後見審査委員会2回（5月19日、11月11日） 

  

④ 広報・啓発・出前講座等 

    ・認知症患者とその家族の交流会（6月17日） 

    ・寂蒔いきいきひまわりサロン （9月19日） 

       ・講演会 菊池幸夫弁護士による講演（10月10日：千曲市社会福祉大会にて）      

・中いきいきサロン（10月14日） 

     ・上組ふれあいの会（10月15日） 

認知症高齢者 知的障がい者 精神障がい者 複合（精神・知的） その他 

267 277 104 253 24 
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    ・寂蒔れんげ会（10月20日） 

    ・社会福祉協議会埴生支部（1月28日） 

    ・戸上リネンサプライ株式会社家族会（2月21日） 

    ・成年後見制度普及啓発研修会（2月26日） 

 

（８）生活支援体制整備事業 

    高齢者の介護予防と生活支援を応援するため、生活支援コーディネーターが積極的に地域

に訪問し、地域毎の課題に対してニーズに沿った福祉サービスの発掘や開発、新しい生活支

援サービスや介護予防の場を創出しました。 

① 研修会 

・生活支援コーディネーター スキルアップ研修会 （4月30日） 

～住民主体の活動創出のポイント、助け合いの移動支援をはじめてみましょう！～ 

 講 師 公益財団法人 さわやか福祉財団 高橋 望 氏 

  参加者 25人 

・生活支援体制整備事業の取り組みと社会福祉協議会支部事業との連携（6月3日） 

  ～どのように住民主体の助け合いを進めていくのか～ 

講 師 公益財団法人 さわやか福祉財団 高橋 望 氏 

  参加者 16人 

・シニアクラブ指導者研修会（7月18日） 

  ～社協支部活用方法と生活支援体制整備事業について～ 

講 師 千曲市社会福祉協議会地域支援課 生活支援コーディネーター 中村 稔幸  

  参加者 42人 

・啓発研修会 第３回千曲市で暮らしていこうフォ―ラム（10月29日） 

～こんな千曲市で暮らしていきたい・・・地域の力・・・今わたしができること～ 

講 師 公益財団法人 さわやか福祉財団 高橋 望 氏 

参加者 96人 

 

② 各圏域事業 

川東圏域  

・ラジオ体操サロンへの支援（屋代地区、倉科地区） 

・小地域での居場所づくり「縁側カフェサロン」の創出支援 

  ・倉科地区お買い物ツアー（デマンド型）、お買い物市場への支援 

・「子どもから大人まで楽しく踊ろう」高齢者と子ども食堂 

  ・「ボードゲーム交流会」高齢者と子ども食堂 

・屋代地区で暮らしていこうフォーラム 

埴生圏域 

・各地区サロン、コミュニティカフェサロンの支援 

   ・ボランティアグループ あけぼの会研修会への支援 

   ・サロンリーダー研修会の開催～社協事業と高齢者支援事業について～ 

・高齢者趣味の会「おやき作り」の開催 
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川西圏域 

・ぬくもりカフェサロンへの開催支援 

・歌声サロンの開催支援 

・大田原地区、桑原地区現地訪問調査の実施 

・高齢者趣味の会「餃子作り」の開催 

・八幡地区ご近所お助け隊（2層協議体）への支援 

     ・八幡峯地区移動手段実態訪問調査の実施 

・お買い物市場の開催支援 

     ・お食事ツアーの開催（デマンド型） 

     ・オレンジカフェサロンの開設支援 

・八幡地区「歌謡曲で若返り大作戦」お助け隊と健康体操の開催 

戸倉圏域 

・高齢者健康ディスコの開催 

     ・一人暮らし高齢者ぬくもり昼食会の開催 

      ・五加かみとくま食堂へのイベント支援 

・仙石区、若宮区サロンお買い物市場の開催 

・福井、磯部、新戸倉温泉の各サロンへの支部事業共同企画 

・更級御麓地区訪問調査の実施 

・コミュニティカフェの創設（居場所等提供） 

上山田圏域 

・よいとこ見つけ隊（2層協議体）への支援 

・健康リハビリサロンの開催支援 

・ウルシバーラお買い物市場の開催支援    

      ・大学生ボランティアサロン訪問企画の開催 

      ・デマンドタクシーを利用した高齢者等外出支援 
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７ 地域福祉推進事業   

（１）社協支部長会の開催 

      支部活動の活性化に向け、地域福祉の現状や福祉課題等について社協 11 支部長に

よる会議を開催しました。 

 開催日 主な内容 

6 月 3 日 

社協会費の納入業務、ボランティア運営委員の選出について 

支部長研修「生活支援体制整備事業と社協支部事業との連携」 

さわやか財団 講師：髙橋 望 氏 

9 月 3 日 会費納入状況、共同募金運動の実施について 

3 月 26 日 共同募金運動の報告、社協会費の納入について 

    

（２）ふれあい訪問事業（共同募金配分金事業） 

各地区の民生児童委員とボランティアが、75 歳以上の一人暮らし高齢者、80 歳以上

の高齢者のみの世帯、障がい者のみの世帯等のお宅を訪問し食事券や品物を配布する

活動を通じて、ふれあいの機会づくりと安否確認を行うことを目的に実施しました。  

対象者数内訳                       （件） 

     種類 

地区 
食事券配布 品物配布 合計 

更埴 3,845 2,664 6,509 

戸倉 1,204 1,317 2,521 

上山田 1,122 248 1,370 

合計 6,171 4,229 10,400 

・食事券利用枚数 4,476 枚（利用率 73％） 

                       

（３）生活支援、相談事業 

    ① 心配ごと相談（社協会費事業） 

 相談員 開所回数 場 所 件数 主な相談内容 

心配ごと  6 人 月１回 

千曲市ふれあい

福祉センター 

信州の幸あんず

ホール 

稲荷山公民館 

10 日常生活・家庭家族 

 

   心配ごと相談所委員会の開催 

開催日 場 所 主な内容 

4 月 24 日 千曲市ふれあい福祉センター 
・第 1 回委員会 

「相続に関連する基礎知識」について 

1 月 15 日 JA 長野県総合研修所 ・「心配ごと相談所 相談員研修」 

3 月 13 日 千曲市ふれあい福祉センター ・第 2 回委員会 「1年間の振り返り」 
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② 法律相談（社協会費事業） 

 相談員 開所回数 場 所 件数 主な相談内容 

法律 
司法書士会

より派遣 
 月２回 

千曲市ふれあい

福祉センター 
56 

財産管理、日常生活、家

庭家族  

 

③ 結婚相談事業(社協会費事業) 

・結婚相談員      7 人 

・結婚相談員連絡会議  6 回 

・相談日の開所回数   7 回（相談員 7人が 2人体制で交代で実施） 

・相談会場 戸倉創造館、信州の幸あんずホール 

・相談対応時間 午前 9時～正午 

・イベントの開催 

〇7 月 12 日「出会いと縁づくり」参加者 35 名 

〇12 月 6日「クリスマスの前に出会いと縁づくり」参加者 16 名 

〇3 月 8日 「出会いと縁づくり シャトレーゼホテル ケーキバイキングで…」 

参加者 30名 

 

 

 

 

 

 

 

 

・紹介、見合い数   

区 分 人数 

紹介者数 4 

見合い数（NAGANO ai MATCH 含む） 18 組 

成婚数 4 組、マッチングシステム  登録 19 名(うち新規登録 11名) 

     

④ 日常生活自立支援事業（県社協受託事業） 

高齢者、知的障がい者、精神障がい者等で判断能力が十分でない者を支援するため、

7 人の専門員と 7 人の生活支援員により、生活費の払い出しや福祉サービスの相談の支

援をしました。                             

     対象区分 

契約・解約状況 
高齢者 知的障がい者 精神障がい者 その他 合計 

契約者数 4 9 2 0 15 

相談援助件数 121 698 213 0 1,032 

   令和 7 年度末契約者 18 人、令和 8年度新規契約 0人、解約 3 人 

 

 

 

 

 

 

区 分 男 性 女 性 合 計 

新規登録者数 5 2 7 

登録者数 19 6 25 

平均年齢 38.4 歳 36.1 歳 37.2 歳 

相談者数 23 4 27 

説明・申請書渡し 10 5 15 

紹介希望者数 7 1 8 
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⑤ 金銭管理・財産保全サービス事業（社協会費事業） 

判断能力はあるが、身体的等の理由により預金の払戻しや財産管理が適切に処理でき

ない身体障がい者、高齢者等を対象として通帳等を管理しました。 

                                   （人） 

     対象区分 

契約・解約状況 
高齢者 身体障がい者 その他 合 計 

契約者数 3 0 2 5 

相談援助件数 270 件 0 173 件 443 件 

      令和 7 年度末契約者 4 人、令和 8年度新規契約者 5人、解約 4 人 

⑥ 法人後見事業 

認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者等で意思決定が困難な人の判断能力を補

うため、社協（法人）が成年後見人になることにより成年被後見人の財産管理を行い、

その権利を擁護して自立した日常生活を維持できるよう支援をしました。 

受任件数                         （人） 

後見 保佐 補助 合計 

11 5 0 16 

（人） 

認知症高齢者 知的障がい者 精神障がい者 合計 

6 6 4 16 

（人） 

男性 女性 合計 

8 8 16 

       ※新規 3人、終了 2 人（本人死亡による） 

 

相談支援件数 925 件 

財産管理 通帳管理、払戻し、不動産確認・調査、相続手続き 

身上監護 サービス利用確認、手帳更新、高額療養費等手続き、見守り 

 

⑦ 善意銀行(地域福祉振興基金) 

市民の善意に基づく物品や金品をお預かりし、必要に応じて生活困窮者、団体等へ

提供しました。やむなく消費期限等が過ぎたものは廃棄しました。 

・預託物品 市民より物品の預託を受け生活困窮世帯等へ配分しました。 

・主な物品・・米、缶詰め、ビン詰め、インスタント食品、飲料、衣類、タオル等 

    ・提供先・・・生活困窮者、児童福祉施設、子ども食堂、社協介護保険事業所等 

 

⑧ 寄付金等 

    ・寄付金 17 件 計 1,277,502 円（地域福祉振興基金） 

・個人    8 件 計 1,045,269 円、団体 9 件 計 232,253 円 
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⑨ 生活福祉資金貸付事業(県社協受託事業) 

低所得者世帯、障がい者世帯、高齢者世帯の生活支援のため資金の貸し付けを行いま

した。 

貸付内容 

     件数・金額

種類 
件数 貸付金額 総件数 貸付残高 

総合支援資金 3 件 958,000 円  25 件 6,850,014 円 

緊急小口資金 3 件 300,000 円 

133 件 48,079,948 円 教育支援資金 11 件 7,141,000 円 

福祉資金 3 件 541,000 円 

不動産担保型生活資金 １件 9,261,000 円  2 件 12,950,986 円 

合計 21 件 18,201,000 円 160 件 67,880,948 円 

 

  ⑩ 特例貸付フォローアップ・相談体制強化事業(県社協補助事業) 

    新型コロナウイルス感染拡大時の特例貸付後に、償還困難となった家庭や新たな生活 

   課題を抱えた家庭に対する相談支援を行いました。(特例貸付期間：令和 2 年 3 月～令和

4 年 9 月：総貸付件数 1,417 件) 

・相談延べ件数 114 件 (内訳) 訪問 106 件 電話等 8件    

 

⑪ 助けあい資金貸付事業（貸付事業積立基金、生活福祉資金の補完的事業） 

市内に居住する生活困窮者に対し応急援護のために1人3万円以内で貸し付けました。 

貸付内容 

     件数・金額 

種類 
件数 金額 

貸付金    8 件 169,500 円 

償還金   57 件 486,679 円 

不能欠損処分    9 件 132,000 円 

資金残金  615,323 円 

 

  ⑫ 居住支援法人事業（国土交通省補助事業） 

   「住まいがない」「家賃が払えない」「保証人がいない」等の住まいについての困りごと

に関する相談支援体制を強化するため、令和 7 年 4 月 1 日に長野県から居住支援法人の

指定を受け、入居に関する相談や入居中の見守り等の支援を行いました。 

・相談者数 127 人 

（内訳）高齢者 19 人 障がい者 66 人 子供を養育している者 6 人 外国人 4 人  

DV 被害者 7 人  低額所得者 24人 

    （内容）家賃の支払いや滞納 48件 保証人等の入居や更新に関する困りごと 9件 

強制執行による住居の喪失 5 件 離職等による住居の喪失 6 件 

家賃がより低廉な賃貸住宅への転居 12 件 退院後の住居確保４件 

ホームレス状態 4 件 刑務所出所後の住居確保 1件 

その他取り壊しや DV 避難等による転居等 38 件 

 

（４）福祉団体活動への支援 

   社協 11 支部については福祉活動事業の企画や協力、また、千曲市身体障害者福祉協会、

千曲市遺族会については事務的支援や事業の調整を行いました。 
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（５）実習生の受け入れ 

    人材育成への協力として、福祉系大学等からの要請に応じ、社会福祉士資格の取得のた

めの相談援助実習を行う実習生を受け入れました。 

    受け入れ大学等：長野大学、佐久大学、東北福祉大学 

実習受入月 人数 実習時間 

8～9 月 3 人 180 時間 

  11 月 1 人  60 時間 

   2 月 1 人  60 時間 

 

８ ボランティア運営事業（社協会費事業） 

（１）ボランティア事業の運営 

ボランティアの育成や活動の活性化、各種団体との連携や調整を行い、誰もが等しく 

暮らしやすい地域の実現に向け各種事業に取り組みました。 

① 機材の管理・貸出 

    ・プロジェクター、スクリーン、サロン用品他 

② ボランティア登録者 

    ・138 団体、個人  計 1,870 人 

③ボランティア保険加入数                       （人） 

保険の種類 加入者数 

活動保険 活動Ａ・Ｂプラン・天災Ａプラン 1,685 

行事用保険 行事Ａ・Ｃプラン 12,440 

総合補償 福祉サービス総合補償 6,225 

④相談連絡調整延数  514 人 

 

（２）交流、活動の促進・啓発活動 

・「こども祭り＆福祉の夢まつり」開催支援 ～こども食堂交流会～（8月 3 日） 

 場所 戸倉創造館 

・千曲市総合防災訓練への参加 埴生中学校 

～災害ボランティアセンターの啓発～（9 月 7日） 

 場所 埴生地区（重点地区） 

・長野ブロック広域圏社会福祉協議会（令和 7年度当番社協） 

内容 ボランティア・地域福祉等担当者連絡会議、ブロック社協職員研修会 等 

   ・レク体操教室 in 千曲 ～障がい者レク、軽スポーツ体験（11月 14 日、2 月 27 日） 

     場所 戸倉創造館 

 

（３）市民への情報提供 

社協だより、社協ホームページ、フェイスブック、屋代有線等 
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(４)ボランティア養成講座等 

・ふれあいサロンリーダー研修             （8月 19 日） 

「演芸＆レクリエーションボランティア団体」紹介プログラム  

場所 戸倉創造館 

・福祉教育推進事業 上山田小学校高齢者サロンとの交流 （7月 17 日） 

  場所 中央公民館 

  ・ サマーチャレンジボランティア           （7 月 23 日～8 月 31 日） 

    場所 千曲市内 

・戸倉上山田福祉委員会への講話            （12 月 18 日） 

  場所 戸倉上山田中学校放送講和 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

（５）福祉教育の推進 

・市内 17校（小・中・高）の福祉担当者との福祉教育担当者連絡会議（6 月 30 日） 

場所 千曲市ふれあい福祉センター 

・福祉施設職員、サロン運営者等からの講話 福祉教育出前講座(屋代高校附属中学校） 

（6 月 11 日、7月 9 日） 場所 屋代高校附属中学校 

・障がい者当事者からの講話 福祉教育出前講座（戸倉上山田中学校） 

（12 月 18 日）  場所 戸倉上山田中学校 

・上山田小学校へ高齢者と交流福祉講話(上山田小学校)（7 月 17 日） 

  場所 中央公民館 

・上山田児童館と共催事業 ゲームで遊ぼう!（  〃 ）（5 月 10 日） 

  場所 上山田児童館 

・車椅子の操作方法及び街頭車椅子体験  （ 〃 ）（10 月 20、29 日） 

  場所 上山田小学校及び上山田温泉街 

・夏休み児童福祉体験教室   （埴生支部事業）  （7 月 31 日） 

  場所 埴生児童センター 

・子ども夏のゼミナール    （稲荷山支部事業） （7 月 25 日） 

  場所 稲荷山公民館 

・こども体験教室       （八幡支部事業）  （7 月 30 日） 

  場所 八幡児童センター  

・フラワーアレンジメント体験交流（戸倉支部事業） （6 月 8日） 

  場所 あんずの里アグリパーク 

・夏休み ゆで小屋～学習支援～ （  〃    ）  （7 月 25 日） 

  場所 千曲市ふれあい福祉センター 

・冬休み 寺子屋～学習支援～  （  〃    ）  （12 月 25 日） 

  場所 千曲市ふれあい福祉センター 

ふれあいサロンリーダー研修 サマーチャレンジボランティア 
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・子ども体験教室        （更級支部事業） （7 月 29 日） 

  場所 更級児童館 

・五加の子どもを育む会と共催事業 玉ねぎ収穫体験会（五加支部事業）（6 月 7日） 

  場所 五加地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）地域支え合い事業“つなぐ” 

ひとり暮らし高齢者、高齢者世帯、障がい者のみ世帯への日常生活での困りごとに 

   支援をする地域支え合い事業“つなぐ”を実施しました。その際の対価として地域通 

貨券「ちくま券」（20分 200 円）を発行しています。 

 

 

 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

９ 社協相談支援事業所（特定相談支援事業所） 

障がいのある人自立した生活を支えるため、抱える課題の相談や解決を図り、また、

適切な福祉サービスの利用に向けた計画を作成しました。 

（１）相談支援実績 

① 契約者 5 人 

相談支援の利用者延人数（基本相談者数と計画相談者数の合計）  (人) 

障がい区分 
合 計 

精神 身体 知的 発達 

38 38 34 60 170 

 

つなぐ会員（利用者） 助っ人会員（支援者） 協力店舗数 

169 69 100 店 

フラワーアレンジメント交流会           子ども体験教室 ダンボールトイレ 

      戸倉支部                         更級支部 

お買い物支援（依頼の品物をお届け）  中学生ボランティア “つなぐ事業”体験  
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② 相談支援方法別延件数（重複あり）            （件） 

支援方法 電話 来所 訪問 合 計 

相談件数 114 3 51 168 

③ 相談支援内容別件数（重複あり）                (件) 

相談支援内容 件数 

福祉サービスの利用に関する支援 140 

障がいや病状の理解に関する支援 43 

健康・医療に関する支援 46 

不安の解消や情緒安定に関する支援 34 

保育・教育に関する支援 2 

家族関係や人間関係に関する支援 18 

家計・経済に関する支援 8 

生活技術に関する支援 5 

就労に関する支援 1 

社会参加、余暇活動に関する支援 0 

権利擁護に関する支援 0 

        合  計               297 

 

（２）関係機関との連携 

   千曲・坂城地域自立支援協議会 相談支援部会への参加 

相談支援部会に参加し、社会資源の把握や事例からのグループワーク、相談支援専門

員、千曲坂城障がい者（児）基幹相談支援センター等との連携を強化しました。 

 

１０ 赤い羽根共同募金配分金事業 

（１）福祉活動団体活動助成 

    赤い羽根共同募金運動による募金の配分金により、福祉団体やボランティア団体、ま 

た、学校等の福祉活動に対し、それぞれの活動の要請に応じ助成金を配分しました。 

配分実績  

種 類 主な配分先団体 件数 配分金額 

高齢者福祉活動 千曲市シニアクラブ連合会 1 100,000 円 

障がい児・者福祉活動 

千曲市身体障害者福祉協会 

千曲市聴覚障害者協会 

ちくま手話サークル等 

8 316,000 円 

母子・父子福祉活動 千曲市ひとり親あんず会 1 100,000 円 

児童・青少年福祉活動 

市内 9 小学校、5 中学校、2 高校、

1 養護学校 

9 児童館・児童センター 

26 911,604 円 

住民全般福祉活動 

えんぴつの会、傾聴ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、 

園芸福祉ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、認知症の人と

家族の会等 

32 1,270,000 円 

合   計 68 2,697,604 円 
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（２）ふれあい活動助成（いきいきサロン、子育てサロンへの助成） 

配分実績                                

種 類 主な配分先団体 件数 配分金額 

住民全般福祉活動 いきいきサロン、子育てサロン 94 2,855,200 円 

・サロン登録   104 団体 

・助成金申請団体  94 団体 （高齢者関係 81団体、子育て支援関係 13 団体） 

 

 

 

 

 

健康体操サロン活動 

新山ききょう学園 

こども祭り＆福祉の夢まつり 
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１１ 児童館・児童センター管理運営 

市内 9 ヶ所の児童館・児童センターについて市から 5 年間の指定管理（令和 8～12

年度）を受け「児童に健全な遊びを与え、健康を増進し、情操を豊かにする」「保護

者の就労と子育ての両立を支援をする」ことを目的に、地域に信頼される居場所とな

るよう、多くの事業を企画・実施しました。 

 

（１）児童館・児童センタ－利用状況  

児童数が減少傾向にある中、就労支援の放課後児童健全育成事業である児童クラブ

（登録）は、ここ数年増加傾向にあります。これまでの最大利用数を更新した令和 6 年

度の登録児童の延べ利用数に比べると若干減少していますが、一時登録による利用者は、

420 人増となっています。これまで登録児童が大幅に増加していた埴生児童センター、

屋代児童センターの利用者が、一時利用に移行していることが理由にあげられます。 

また、一般利用者も前年比 1,531 人増となっていますが、上山田児童館の利用者増に

伴うものと考えられます。 

なお、五加児童館については、ここ数年登録児童、一時登録児童共に増加傾向にあり

ますが、8 年度より分室が開設されることで、利用しやすい環境になると期待されます。 

 

放課後児童クラブの登録等利用状況及び児童館・児童センターの一般利用状況 （人） 

                             【児童館・児童センター】 

     利用児童数 

児童館名   

児童ｸﾗﾌﾞ（登録） 児童ｸﾗﾌﾞ（一時） 一般利用 

延べ利用 

児童数 

1 日平均 

利用人数 

（土日祝除く） 

延べ利用 

児童数 

1 日平均

利用人数 

延べ利用 

児童数 

1 日平均 

利用人数 

埴生児童センター 16,159 66.0 958 3.5 0 0.0 

埴生小分室 5,292 21.3 384 1.2   

稲荷山児童センター 10,485 42.8 720 2.5 0 0.0 

治田小分室 5,672 23.3 568 1.9   

屋代児童センター 9,176 37.0 1,028 3.5 0 0.0 

屋代小分室 2,380 9.8 343 1.2   

八幡児童センター 11,281 46.2 887 3.0 0 0.0 

東部児童センター 13,623 56.0 1,525 5.2 0 0.0 

戸倉児童館 11,989 48.8 1,230 4.2 0 0.0 

更級児童館 4,001 16.3 550 1.9 43 0.1 

五加児童館 15,659 64.2 2,037 7.0 0 0.0 

上山田児童館     5,720 16.1 

合  計 105,717  10,230  5,763  

・児童館・児童センター内で、放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）を実施しています。 

なお、上山田児童館では、放課後児童クラブは行われていません。 
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（２）子育て支援利用状況 

子育て支援として、主に未就学児と保護者を対象に午前中の開館や行事等を開催し

ました。令和 7年度は、これまでのコロナ禍の影響も緩和され、いずれの館でもほぼ

安定した利用がされました。 

児童館・児童センターを利用した、主に未就学児と保護者を対象にした事業も徐々

に定着しつつあるといえます。 

 

利用状況                           （人） 

子育て支援利用者数 

児童館名 

延べ利用保護者 

乳幼児数 
1 日平均利用人数 

埴生児童センター 84 0.4 

稲荷山児童センター 84 0.4 

屋代児童センター 44 0.2 

八幡児童センター 40 0.2 

東部児童センター 52 0.3 

戸倉児童館 33 0.2 

更級児童館 47 0.2 

五加児童館 69 0.3 

上山田児童館 1,453 4.1 

合計 1,906  

 

 

 

地域の方と一緒に勉強しています（更級） 子育て広場で、子どもと一緒に工作（屋代） 

児童館・児童センターとは？ 

地域において児童に健全な遊びを与えて、その健康を増進し、情操をゆたかにすることを

目的とした児童福祉施設です。利用者は、一般利用者といい０歳から１８歳までの児童が

対象となります。 

放課後児童クラブとは？ 

保護者の就労支援、および成長期にある子どもたちに安全で安心な生活を保障するための

放課後児童健全育成事業です。利用者は、登録、あるいは一時登録を認可された小学生が

対象となります。 
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１２ 介護保険事業 

  今年度は、戸倉地域福祉センターのエレベーター改修等工事が 11 月から 2 月末まで実施

されました。そのため、10 月 27 日から戸上デイサービスセンターは旧稲荷山デイサービ

スセンターにて一時営業を行い工事終了に伴い 3月 16 日から再開しました。また、１階に

事務所を置く居宅介護支援事業所及びヘルパーステーションは工事期間中も移転せずに業

務を行いました。 

更埴及び戸上デイサービスセンターは、業務内容や提供するサービスの見直しのため介

護アドバイザーを招きアドバイスを受けるとともに、通所介護職員運営委員会にて IT 化

や業務の効率化等検討した事項について優先順位を付け、できることから実施しました。 

さらに、正規職員で介護保険事業を含む５年後の社協を見据えた会議を開催しました。

介護保険事業を継続するための大きな課題の一つに人材不足がありますが、ヘルパーは 

特に人員確保が難しく、ハローワーク等で募集しても応募がなかなか来ない状況にあるた

め、民間会社の求人も活用を始めましたが改善は見られない状況でした。 

 

 介護保険指定事業所名 種別 

社協居宅介護支援事業所 居宅支援 

社協ヘルパーステーション 訪問介護 

更埴デイサービスセンター 通所介護 

戸上デイサービスセンター 通所介護 

介護保険収入        

年 度 R7 R6 

介護保険収入 209,886,226 237,509,503 

（１）居宅介護支援事業 

介護サービスを受ける際に必要となる支援計画（ケアプラン）並びに介護予防支援計

画の作成を行いました。介護全般に関する相談をはじめ、利用者の要望に沿ったサービ

スを提案し、必要な機関や介護サービス事業者との連絡・調整を行いました。 

① 社協居宅介護支援事業所 

開設日数：242 日（祝日、年末年始を除く、月～金曜日） 

平均作成件数：予防 24.5 件/月・介護 216.5 件/月 

（前年度 予防 83.8 件/月・介護 227.8 件/月）   

ケアマネージャー 一人当たり件数/月：予防 4.1 件・介護 36.1 件 

（前年度 予防 10.5 件・介護 28 件） 

支援計画（ケアプラン作成）作成件数（介護度別）   （件） 

区 分 R7 R6 

介護予防・要支援 294 1,005 

要介護(1～5) 2,599 2,733 

合 計 2,893 3,738 
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（２）訪問介護事業 

介護が必要な高齢者に対し、自立した日常生活が送れるよう入浴や排せつ介助等の

身体介護、炊事や洗濯、清掃の生活援助等、身体の状況に応じたサービスを提供しまし

た。利用者数・延べ利用回数ともに減少しました。 

① 社協ヘルパーステーション  

開設日数：365 日 

1 日平均利用回数：22.0 回（前年度 23.2 回）  

平均介護度：2.9（前年度 3.2） 

利用状況（介護度別）                 （人） 

区 分 R7 R6 

要支援（事業対象者等含む） 197 143 

要介護(1～5) 378 599 

合 計 575 742 

延べ利用回数（サービス別）              (回) 

区 分 R7 R6 

介護予防（生活支援総合事業含む） 1,042 587 

身体介護 6,783 7,594 

身体生活 2 30 

生活援助 211 243 

合 計 8,038 8,454 

 

（３）障がい者訪問介護事業 

ヘルパーが障がいのある方のお宅へ訪問し、家事の援助や身体介護サービス、外出時

の支援を行いました。 

利用状況                      （人） 

区 分 R7 R6 

延べ利用人数 100 128 

延べ利用回数 502 643 

延べ利用回数（サービス別）              (回) 

区 分 R7 R6 

身体介助 169 254 

同行援護 

（内通院介助） 

35 

(9) 

48 

（8） 

家事援助 298 341 

計 502 643 
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（４）通所介護事業 

虚弱な高齢者、寝たきりの高齢者に対し食事、入浴、機能訓練などのサービスを提供

し、社会的孤立感の解消や心身機能の維持向上を図るとともに、家族の身体的、精神的

な負担軽減に心がけ、事業を展開しました。 

 

利用状況（事業所別）                      （人） 

事業所名 
R7 R6 

実利用者数 延利用人数 実利用者数 延利用人数 

更 埴 1,193 7,683 1,415 8,136 

戸 上 1,365 9,567 1,652 9,372 

合 計 2,558 17,250 3,067 17,508 

① 更埴デイサービスセンター （定員 35 人／日） 

開設日数：307 日（月～土曜日）   

1 日平均利用者数：24.9 人（前年度 26.4 人） 

稼働率：70.8％（前年度 75.0％） 

平均介護度：1.2（前年度 1.4）  中重度割合 16％（前年度 23.0％） 

利用状況（介護度別）                           （人） 

区分 
R7 R6 

実利用者数 延利用人数 実利用者数 延利用人数 

要支援（事業対象者等含む） 598 2,796 688 2,731 

要介護 595 4,887 727 5,405 

合計 1,193 7,683 1,415 8,136 

② 戸上デイサービスセンター （定員 40 人／日） 

開設日数：307 日（月～土曜日）   10 月 27 日～3 月 14 日まで旧稲荷山デイサー 

ビスにて一時営業 

1 日平均利用者数：31,2 人（前年度 30.5 人） 

稼働率：77.7％（前年度 76.1％） 

平均介護度：1.4（前年度 1.6） 中重度割合 21％（前年度 27％） 

利用状況（介護度別）                          （人） 

区分 
R7 R6 

実利用者数 延利用人数 実利用者数 延利用人数 

要支援（事業対象者等含む） 546 2,777 590 2,310 

要介護 819 6,790 1,062 7,062 

合計 1,365 9,567 1,652 9,372 
   

戸倉地域福祉センター小規模改修工事について 

   移転先での営業期間 令和 7 年 10 月 27 日(月)～8年 3 月 14 日(土) 

   移転場所      旧稲荷山デイサービスセンター 

   利用状況      移転前利用者数 114 人  移転後利用者数 107 人 

   利用者の増減    7 人減 (うち、改修後戻る方 5 人、2 名は施設入所) 
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   増減の理由     送迎時の乗車時間増加に伴う体力的な負担が主な理由 

 

戸倉地域福祉センター改修後の改修箇所写真 

(エレベーター・浴室・フロア) 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新聞紙で作ったエコバックとコーヒーの消臭剤を地域の商店に寄贈 

園芸活動 

(フラワーアレジメント) 

  地域交流・演芸ボランティア 

(アニマルセラピー・学生ボランティア交流) 

デイサービスの活動紹介 

 

調理活動 

囲碁・将棋倶楽部 

  機能訓練 

(運動機能の維持・改善を図ります) 27



１３ 貸出事業（社協会費事業） 

（１）車いす貸出事業 

高齢者、障がい者に対し一時的(短期間)に車いすを貸出しました。 

 

（２）移送自動車（福祉車両）貸出事業 

高齢者、障がい者に対し通院等の外出支援のため、車いすまたは寝台（ストレッチャ

ー付）のまま乗降可能な福祉車両を貸出しました。 

今年度、移送自動車貸出中に車両事故が発生したことや燃料費の高騰等もあり、利用

者の保険加入や登録料の見直しを行いました。 

利用状況 

 R7 R6 

登録者数 75 83 

福祉車両 

貸出回数 

車いす乗降車両(軽)   223 294 

寝台(ｽﾄﾚｯﾁｬｰ付)車両  65 45 

合  計 288 339 

 

１４ 実習生等の受入れ                      

実習者 人数 実習受入れ先 

教諭免許状授与に関わる介護体験（大学生） 3 更埴ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 

中学生（職場体験） 5 更埴ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 

     〃 3 戸上ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 

介護相談員養成研修 1 更埴ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 

長野社会ふくし専門学校生 2 ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝ 

合  計 14  

 

年 度 R7 R6 

貸出回数 150 121 
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１５ チューリップの家事業（就労継続支援 B型事業所） 

障害者総合支援法に基づき、障がい者が就労に就くための、働く場を提供するとともに、

一般就労に向けた知識・能力の向上に必要な日常生活支援・訓練を行いました。 

 

（１）事業実績 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

職員 8 名（正規職員 1、嘱託 2、臨時 3、パート 2） 

作業内容：受託(箱折り、赤い羽根等)、自主製品製造販売、菓子製造販売、喫茶営業 

 

（２）工賃の支払い                          

           年 度 

項 目 
R7 R6 

工 賃 総 額 3,758,792 円 3,791,110 円 

*一人当たり月平均工賃 22,864 円 21,939 円 

  *工賃総額÷1日平均通所者数÷12 月  

 

（３）地域交流 

   杭瀬下地区公民館行事への参加、他事業所（CoCoRest）とのスポーツ、イベント交流 

 

（４）実習生等の受入 

   稲荷山養護学校(高等部)2名 長野盲学校 1 名 

社会福祉士現場実習 長野大学 3名、佐久大学 1名 

 

（５）職場体験 

   埴生中学校職場体験 2 名、屋代中学校 2名 

 

（６）ボランティア受入 

   埴生中学校 3 年生 9 名（ボランティア委員会 おおとり祭） 

ルーラルの会員 14 名（週 1 回喫茶、創業祭、感謝祭、メンバーと語る会年 4 回） 

    年 度 

項 目 
R7 R6 

開 所 日 数 255 251 

登 録 実 人 員 21 20 

通 所 延 人 数 3,467 3,600 

1 日平均通所者数 13.7 14.4 

喫茶 開店日数 103 103 

喫茶 来店者数 2,568 2,581 

喫 茶 売 上 1,368,520 円 1,350,075 円 

菓 子 売 上 4,844,630 円 4,715,116 円 

自主製品等販売額 740,510 円 745,340 円 

受 託 635,038 円 595,421 円 
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